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新
蔵
生
田
文
庫
所
蔵
『
大
西
閑
雪
会
員
名
簿
』
に
つ
い
て

関　

屋　

俊　

彦

は
じ
め
に

　

筆
者
は
『
新
蔵
生
田
文
庫
蔵
書
目
録
并
解
題
』
と
し
て
平
成
二
十
一
年

六
月
二
十
五
日
に
平
成
十
八
年
度
〜
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
（
Ｃ
）
の
成
果
報
告
書
を
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
関
西
大
学
図
書
館

に
生
田
秀
昭
氏
か
ら
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

簡
易
な
冊
子
で
は
あ
る
が
、
主
要
な
機
関
に
は
送
っ
て
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
参
照
さ
れ
た
い
（
以
下
、「
成
果
報
告
書
」
と
略
称
）。
い
き
さ
つ
に
つ

い
て
は
拙
著
『
続
狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
』（
平
成
二
十
七
年
三
月
・
関
西

大
学
出
版
部
）
に
も
記
し
て
あ
る
。
秀
昭
氏
の
曽
祖
父
・
秀
（
明
治
三
十

九
年
五
十
一
歳
没
）
が
現
在
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
経
済
人
で
あ
っ
た
と
も
に
自
宅
に
茶
室
兼
能
舞
台
を
持
っ
て
い
た
文
化

人
で
あ
り
、
関
西
大
学
が
新
制
大
学
に
な
っ
た
時
、
御
子
孫
が
大
量
の
蔵

書
を
図
書
館
に
寄
贈
し
た
関
大
に
と
っ
て
恩
人
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

生
田
秀
は
能
を
観
世
流
の
大
西
閑
雪
（
大
正
五
年
七
十
六
歳
没
）
に
習

っ
た
の
だ
が
、「
成
果
報
告
書
」
の
中
に
は
「
史
料
の
部
」
122
と
し
て
紹
介

し
た
『（
大
西
閑
雪
社
中
名
簿
そ
の
他
）』
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
田
秀
と

大
西
閑
雪
と
の
か
か
わ
り
を
知
る
以
上
に
明
治
半
ば
と
い
う
大
阪
で
の
能

楽
復
興
期
に
お
け
る
人
間
関
係
が
わ
か
る
重
要
な
資
料
と
思
え
る
の
で
、

今
回
こ
こ
に
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
は
別
に
表
紙
外
題
が

あ
る
も
の
で
も
な
く
、
最
初
は
仮
に
「
大
西
閑
雪
社
中
名
簿
そ
の
他
」
と

し
た
。
し
か
し
、
中
間
に
は
名
簿
と
か
か
わ
り
の
な
い
曲
名
列
挙
が
あ
り
、

大
西
家
に
伝
わ
り
閑
雪
そ
の
人
が
関
与
し
た
訳
で
も
な
い
の
で
、
こ
れ
も

仮
題
な
が
ら
「
大
西
閑
雪
会
員
名
簿
」
と
改
め
た
。
以
下
「
名
簿
」
と
略

称
す
る
。
ま
た
、「
名
簿
」
に
は
、
閑
雪
の
前
名
「
鑑
一
郎
」
も
使
っ
て
い

る
が
、
明
治
三
十
三
年
に
観
世
清
廉
か
ら
免
許
皆
伝
、
雪
号
を
贈
ら
れ
「
閑
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雪
」
を
名
乗
り
、
そ
れ
で
通
っ
て
い
る
の
で
統
一
し
た
。

第
一
章　

資
料
紹
介

　

ま
ず
は
当
該
資
料
の
紹
介
と
翻
刻
を
試
み
て
み
る
。

　
【
書
誌
】

　

縦
七
十
八
×
横
百
五
十
八
ミ
リ
。
袋
綴
一
冊
。
茶
色
表
紙
。
題
簽
な
し
。

墨
付
（
朱
入
）
二
十
三
丁
。
遊
紙
前
一
丁
、
後
七
十
六
丁
。「
堂
（
井
上
）

製
」
の
赤
罫
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
（
請
求
記
号LI

＊773.7

＊122

）

　
【
翻
刻
凡
例
】

一
、
氏
名
は
旧
漢
字
も
使
用
し
た
が
、
住
所
に
つ
い
て
は
新
字
体
に
直
し

た
も
の
も
あ
る
。

一
、
ミ
セ
ケ
チ
に
つ
い
て
は
採
用
し
な
か
っ
た
が
、
残
し
て
お
き
た
い
と

判
断
さ
れ
る
氏
名
に
つ
い
て
は
取
り
消
し
線
で
示
し
た
。

一
、
住
所
に
つ
い
て
は
、
何
行
に
も
わ
た
っ
て
書
い
た
も
の
や
、
の
ち
に

補
っ
た
箇
所
も
あ
る
の
で
、
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
書
き
改
め
た
。

ま
た
、
一
字
分
の
空
白
を
設
け
て
読
み
や
す
い
よ
う
に
し
た
。

一
、
中
間
に
曲
名
を
イ
ロ
ハ
順
に
並
べ
、「
井
筒　

内
三
」
の
よ
う
に
検
索

に
便
利
な
よ
う
に
し
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

一
、
丁
数
は
省
い
た
。

　
　
﹇
翻
刻
﹈

東
区
高
麗
橋
五
丁
目

北
区
曽
根
崎
中
二
丁
目 

大
西
鑑
一
郎

北
区
曽
根
崎

　

電
話
東　

三
三
一
〇
番　

小
宮
山 

大
西
亮
太
郎

東
区
平
野
町
壱
丁
目
板
屋
橋
筋
北
へ
入
西
端 

大
槻
富
太
郎

西
区
土
佐
堀
裏
町 

森
田
操

東
区
今
橋
壱
丁
目
板
屋
橋
筋
北
へ
入 

高
嶋
新
之
助

東
区
北
久
太
郎
町
三
休
橋
筋
北
へ
入
東
端 

荒
木
宗
兵
衛

西
区
西
横
堀
新
渡
辺
橋
西
詰
壱
丁
西
ノ
辻
西
へ
入

北
側
路
次　

阿
波
座
下
通
壱
丁
目
十
五
番
邸 

大
畠
操

西
区
三
軒
屋
上
ノ
町
百
拾
七
番
邸 

佐
々
木

之
助

摂
州
川
辺
伊
丹
町
本
町
愛
宕
前 

谷　

市
之
進

神
戸
市
戸
場
町
十
五
番
邸 

橋
本
熊
三
郎

　
　
　
　
　
　

三
十
七
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　

大
西
閑
雪
翁

　
　
　
　
　
　
　
　

社
中　

抜
萃

 

伊
藤
保

 

石
川
市
之
丞

 

池
田
虎
一
郎
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今
岡
義
方

 

入
江
鷹
之
助

　
　
　
　
　
　

瓢
月
会 

長
谷
川
廷

　
　
　
　
　
　

麦 

原　

虎
彦

 

堀
部
郁
次
郎

東
区
農
人
橋
町
壱
丁
目
廿
三
番
屋
敷 

豊
嶋
住
作

鞍
馬
会

　

電
話　

東
三
一
〇
一
番 

小
塚
正
一
郎

 

大
嶋

 

織
部
伊
助

 
大
沢
庄
兵
衛

 
神
谷
邦
助

 

加
嶋
一
信
歳

 

　
　
　

菱
町

 

笠
井
又
四
郎

鞍
馬
会 

武
内
常
太
郎

瓢 

高
山
圭
三

鞍 

岡
橋
恒
三

同 

土
屋
壱
助

 

辻　

善
次
郎

瓢
鞍
交 

長
尾
藤
三

 

長
尾
宗
次
郎

 

中
崎
音
次
郎

 

村
田
善
次

交 

久
保
盛
明

 

安
田
竹
葉

 

安
田
亀
次
郎

 

安
田
芳
一

麦 

山
本
新
吉

 

山
添
昌

 

松
尾
新
八

 

松
本
寅
吉

 

前
川
通
流

時
習
会 

牧　

鶴
城

鞍 

藤
本
一
二

 

福
田
宗
英

 

藤
井
徳
兵
衛

 

小
山
九
郎
次
郎

瓢
・
鞍
・
交
・
時 

田　

艇

 

　
　

桃
谷
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市
内
北
野
兎
我
野
町
七
九
七 

浅
田
柳
之
助

 

東
路

鞍 

秋
馬
新
三
郎

 

荒
川
重
秀

 

赤
松
美
矩

 

足
立
住
三

 

安
宅
章
三

 

荒
堀
萬
次
郎

瓢
交 

北
村
鏡
太
郎

時 

菊
田
藤
七

 
衣
笠
幸
栄

麦 
木
下
義
一

 

鹿
田
静
七

鞍 

重
岡
寅
之
助

瓢
、
鞍
、
交 

平
賀
敏

時 

日
比
孝
一

瓢
鞍 

樋
口
三
郎
兵
衛

 

千
葉

京
都
市
上
京
区
寺
町
通　

今
出
川
北
へ
入　

西
側 

荒
木
寅
三
郎

兵
庫
県
武
庫
郡
魚
崎
村　

植
田
宗
左
エ
門
方

京
都
市
上
京
区
若
王
子
境
内
川
越
方 

生
田
耕
一

神
戸
市
生
田
町
貳
町
目
一
ノ
一 

武
井
衛
雄

神
戸
町
中
山
手
通
三
丁
目
八
拾
壱
番
ヲ
ー
ル
セ
ン
方 

桑
田
量
平

大
阪
西
成
郡
鷺
洲
村
海
老
江 

溝
口
恒
輔

京
都
市
室
町
上
ル
長
府
町 

島　

芳
蔵　

京
都
市
銀
閣
町
隣 

島　

文
次
郎

東
京
市
本
郷
区
湯
嶋
新
花
町
四
三
番
地 

安
達
讃
弥

大
阪
市
南
区
高
津
九
番
町
一
五 

小
林
亀
松

天
満
樋
ノ
上
町
難
波
橋
東
へ
入
南
端 

松
本
安
吉

東
京
市
本
郷
区
湯
嶋
三
組
町
五
十
八
番
地 

高
田
槙
蔵

廣
嶋
市
靏
見
橋
東
詰
上
ル
東
端　

江
川
（
米
商
）
方 

武
井
ト
ミ

（
曲
名
イ
ロ
ハ
順
省
略
）

明
治
三
十
七
年
十
壱
月
現
在　

瓢
月
會
員
宿
所
姓
名

大
阪
市
南
区
鰻
谷
東
ノ
町　

三
十
七
年
四
月
退
会 

住
友
吉
左
エ
門

同
南
区
塩
町
壱
丁
目 

伊
庭
貞
剛

東
区
谷
町
四
丁
目
和
泉
町
南
へ
入 

植
田
五
郎

大
阪
市
東
区
石
町
壱
丁
目 

可
児
弥
太
郎

　
　
　

〃　
　
　

〃　
　

区
嶋
町
弐
丁
目 

田
邊
貞
吉

　
　
　

〃　
　
　

〃　
　

高
津
四
番
町 

永
田
仁
助

　
　
　

〃　
　
　

〃　
　

南
区
北
桃
谷
町 

内
安
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堂
島
町
南
入
東 

田　

艇
吉

　
　
　

〃　
　
　

〃　
　

東
区
高
麗
橋
弐
丁
目 

芦
田
順
三
郎

　
　
　

〃　
　
　

〃　
　

伏
見
町
壱
丁
目 

辻　

忠
右
エ
門

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

北
新
町
壱
丁
目 

池
田
経
三
郎

　
　
　

〃　
　
　

〃　
　

今
橋
三
丁
目 

生
田
秀

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

南
区
北
桃
谷
町
三
六
番 

高
山
圭
三

　
　
　

〃　
　
　

南
区
天
王
寺
石
ケ
辻
町
五
二
九
八 

岡　

素
男

大
阪
市
北
区
櫻
ノ
宮
堤 

井
上
保
次
郎

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

南
区
北
桃
谷
町 

北
村
鏡
太
郎

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

東
区
高
麗
橋
三
丁
目 

平
賀
敏

　
　
　

〃　
　
　
　

〃　

道
修
町
五
丁
目 
樋
口
三
郎
兵
衛

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

東
区
谷
町
糸
屋
町
角 
長
尾
藤
三

　
　
　

〃　
　
　
　

〃　

北
濱
三
丁
目 

福
井
菊
三
郎

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

和
泉
町 

鴻
池
新
十
郎

神
戸
市
北
野
町
二
丁
目
参
拾
番
地　

前
ヘ
転
屋 

長
谷
川
廷

　
　
　
　
　

交
謡
會
員
名
簿

東
区
塩
町
一
丁
目 

伊
庭
貞
剛

神
戸
市
中
山
手
通
六
丁
目
七
二 

長
谷
川
廷

東
区
農
人
橋
壱
丁
目
二
三 

豊
嶋
住
作

同
嶋
町
壱
丁
目 

田
辺
貞
吉

南
区
北
桃
谷
町 

高
山
圭
三

同 

田　

艇
吉

同 

北
村
鏡
太
郎

同 

久
保
盛
明

東
区
今
橋
三
丁
目
三
九 

生
田
秀

南
区
天
王
寺
五
二
九
八
番
地

旧
梅
屋
敷
北
横
町
二
丁
東 

岡　

素
男

東
区
参
左
町
角 

長
尾
藤
三

　
　

以
上
三
十
八
年
二
月
現
在

　
　

外
ニ
申
込
中

東
区
高
麗
橋
三
丁
目 

平
賀
敏

東
区
平
野
橋
東
詰 

岡
橋
恒
三

　
　

〃　
　

道
修
町
五
丁
目 

樋
口
三
郎
兵
衛

東
区
谷
町
弐
丁
目
三
二
番
地
宗
弓
町 

曽
根
高
祥

　
　
　
　
　
　

前
人
宿
所

　
　

三
十
八
年
以
降
六
月
調

後
志
国
余
市
郡
余
市
町
大
字
津
町 

若
林
栄
蔵

出
征
第
二
師
団
后
備
歩
兵

第
三
十
聯
隊
第
四
中
隊 

生
田
金
治

北
海
道
余
市
郡
余
市
町
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大
字
大
川
町
百
八
十
八
番
地 

金
子
苑
志

北
海
道
小
樽
区
入
船
町
畑
七 

田
中
理
吉

 

同　

ま
つ

横
浜
市
西
戸
部
町
七
二
二
番
地 

二
安
裕
造

　
　
　

三
十
八
年
十
一
月
調

北
区
老
松
町
三
丁
目
百
六
拾
七
番
現
處 

牧
野
裏
一

 

青
柳
儀
作

西
区
江
戸
堀
北
通
壱
丁
目 

河
前
善
益

内
本
町
善
庵
筋
東
入
南
端 

土
屋
元
作

神
戸
市
北
野
町
三
丁
目
十
番
地 

青
柳
正
好

38
年
6
月

東
京
市
芝
区
白
金
臺
町
一
丁
目
二
十
七
番
地 
須
田
信
次

38
年
28
／
6

東
京
市
小
石
川
区
北
日
向
臺
町
一
丁
目
一
番
地 

柴
田
承
桂

大
阪
市
西
区
土
佐
堀
越
中
橋
南
詰
玉
桜
方 

玉
手
菊
洲

東
京
市
京
橋
区
木
挽
町
一
丁
目
二
番
地 

名
波
小
六

大
阪
市
南
区
天
王
寺
南
河
堀　

八
木
氏
方 

山
本
五
郎

38
年
24
／
12

岡
山
市
下
西
川
町
四
十
四
番
地　

高
原
益
太
郎
方 

時
岡
東
作

第
二
章　

考
察

書
写
年
代

　

書
写
年
代
で
あ
る
が
、
本
書
で
年
号
が
記
さ
れ
る
上
限
は
三
十
七
年
十

月
で
、
下
限
は
一
人
だ
け
だ
が
三
十
八
年
十
二
月
二
十
四
日
と
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
か
ら
三
十
八
年
に
か
け
て

書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
、
大
西
閑
雪
は
六
十
四
・
五
歳
、
生
田

秀
は
四
十
九
か
ら
五
十
歳
に
な
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
秀

は
明
治
三
十
九
年
に
五
十
一
歳
の
若
さ
で
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
晩
年

と
い
っ
て
い
い
年
齢
で
あ
る
。

筆
写
者
と
生
田
耕
一
の
編
集

　
「
名
簿
」
に
は
生
田
家
に
か
か
わ
る
三
人
の
名
前
す
な
わ
ち
金
治
・
秀
・

耕
一
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
生
田
金
治
は
「
出
征
第
二
師
団
后
備
歩
兵　

第
三
十
聯
隊
第
四

中
隊
」
と
す
る
。
秀
の
曽
孫
に
あ
た
る
生
田
秀
昭
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と

金
治
は
秀
の
妹
ゆ
う
の
養
子
鈴
木
金
治
で
六
代
目
三
折
を
名
乗
り
、
明
治

三
十
七
年
四
月
十
五
日
没
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
名
簿
記
載
中
に
な
く
な
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っ
て
い
る
の
だ
が
、
ま
さ
に
日
露
戦
争
（
明
治
三
十
七
〜
三
十
八
年
）
の

真
っ
た
だ
中
で
あ
る
。

　

又
、
木
下
義
一
は
秀
の
長
女
・
悦
の
夫
で
、
木
下
家
は
吹
田
の
名
家
、

義
一
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場
の
幹
部
職
員
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
更

に
武
井
ト
ミ
は
秀
の
次
女
の
富
で
、
武
井
衛
雄
に
嫁
い
だ
が
、
衛
雄
は
明

治
四
十
三
年
に
三
十
八
歳
で
な
く
な
り
、
富
は
吹
田
に
戻
っ
た
可
能
性
が

高
い
と
の
ご
指
摘
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
武
井
ト
ミ
の
名
で
『
大
阪
人
名

録
』
に
「
三
島
郡
吹
田
町
」
と
あ
る
。

　

生
田
秀
の
名
前
は
「
瓢
月
会
」
と
「
交
謡
会
」
に
記
さ
れ
て
い
て
住
所

を
ま
と
め
れ
ば
「
大
阪
市
東
区
高
麗
橋
二
丁
目　

今
橋
三
丁
目
三
九
」
と

な
る
。
詳
し
く
は
「
成
果
報
告
書
」
を
参
観
願
い
た
い
。

　

生
田
耕
一
の
住
所
は
「
兵
庫
県
武
庫
郡
魚
崎
村　

植
田
宗
左
エ
門
方
」

を
ミ
セ
ケ
チ
と
し
「
京
都
市
上
京
区
若
王
子
境
内
川
越
方
」
と
な
っ
て
い

る
。
丁
度
、
こ
の
こ
ろ
引
っ
越
し
し
た
よ
う
で
あ
る
。
秀
昭
氏
に
よ
る
と

明
治
十
五
年
十
一
月
十
五
日
生
ま
れ
（
没
年
は
明
治
三
十
七
年
四
月
十
五

日
）
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
当
時
二
十
二
・
三
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

耕
一
は
和
歌
を
好
み
、『
万
葉
集
』
や
小
鼓
の
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
そ
れ
ら
は
大
正
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
は

秀
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
父
秀
は

翌
明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
六
日
に
大
日
本
麦
酒
株
式
会
社
が
設
立
し
た

時
に
取
締
役
に
な
る
と
い
う
多
忙
を
極
め
た
時
期
な
の
で
、
前
の
住
所
が

ミ
セ
ケ
チ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
い
い
、
こ
の
名
簿
は
秀
の
命
に
よ
り
耕

一
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
名
簿

で
年
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
明
治
三
十
七
年
十
月
に
大
西

閑
雪
を
始
め
と
し
た
能
楽
師
を
中
心
と
し
た
名
簿
を
ま
と
め
、
同
年
十
一

（
壱
と
も
読
め
る
が
、
順
序
と
し
て
は
十
一
で
あ
ろ
う
）
月
に
瓢
月
会
員
名

簿
が
加
え
ら
れ
、
翌
三
十
八
年
六
月
に
外
地
を
含
め
た
遠
方
の
所
在
者
を

書
き
加
え
、
更
に
新
規
加
入
の
会
員
を
同
年
十
二
月
二
十
四
日
に
記
入
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ざ
っ
と
見
て
、
当
時
の
著
名
な
経
済
人
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か

ら
し
て
、
大
西
閑
雪
よ
り
も
生
田
秀
が
中
心
と
な
っ
て
呼
び
か
け
た
人
脈

図
の
観
を
呈
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
は
か
ら
ず
も
明
治
中
期
の
能
楽
を
支
え
て
い
た
パ
ト
ロ
ン
達
、
庇
護

者
が
有
力
大
名
か
ら
経
済
人
に
替
わ
っ
て
い
っ
た
結
構
早
い
時
期
の
会
員

名
簿
と
い
う
点
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
な
お
、
会

の
名
称
に
つ
い
て
は
「
交
謡
会
」「
瓢
月
会
」「
鞍
馬
会
」「
時
習
会
」「
麦
」

と
四
か
所
の
会
の
名
前
が
わ
か
る
。
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第
三
章　

五
十
音
順
人
名
略
解
説

　

名
簿
で
は
能
楽
師
や
瓢
月
会
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
ま
と
め
よ
う
と
し
て

書
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
大
部
分
に
つ
い
て
は
、
未
整
理
の
状
態

で
イ
ロ
ハ
順
の
意
識
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
重
複
す
る
場
合
も
多

い
。
こ
こ
で
は
、
索
引
の
便
宜
も
考
慮
し
て
生
田
一
族
の
者
は
除
き
五
十

音
順
に
し
て
み
た
。
以
下
の
人
名
考
察
に
あ
た
っ
て
は
断
ら
な
い
限
り
、

能
楽
師
は
『
能
楽
大
事
典
』（
筑
摩
書
房
）、
大
阪
の
主
要
な
人
物
に
つ
い

て
は
三
善
貞
司
『
大
阪
人
物
辞
典
』（
清
文
堂
出
版
）
に
よ
っ
た
が
、
そ
の

ほ
か
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
で
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
て
い
る
『
日
本
紳
士
録
』

で
名
簿
の
年
代
に
近
い
第
九
版
（
明
治
三
十
六
年
）
に
よ
っ
た
。
住
所
の

誤
記
も
改
め
て
あ
る
。
又
、
名
簿
と
異
な
る
場
合
は
（　

）
に
入
れ
た
。

　

青
柳
正
好
＝
神
戸
市
北
野
町
住
。

　

青
柳
儀
作
＝
未
詳
。

　

赤
松
美
矩
＝
未
詳
。

　

秋
馬
新
三
郎
＝
酒
類
商
。
大
阪
市
東
区
住
。

　

浅
田
柳
之
助
＝
大
阪
市
東
区
住
。

　

芦
田
順
三
郎
＝
大
阪
市
東
区
住
。

　

東
田
艇
吉
＝
大
阪
市
堂
島
町
住
。

　

安
宅
章
三
＝
未
詳
。

　

足
立
住
三
＝
未
詳
。

　

安
達
讃
弥
＝
東
京
市
本
郷
区
住
。

　

荒
川
重
秀
＝
大
阪
地
方
海
員
審
判
所
所
長
。
大
阪
市
東
区
住
。

　

荒
木
宗
兵
衛
＝
未
詳
。

　

荒
木
寅
三
郎
＝
書
簡
（「
成
果
報
告
書
」
参
照
）
に
よ
れ
ば
京
都
府
下
賀

茂
住
の
ち
学
習
院
長
と
な
り
目
白
の
学
習
院
内
に
住
む
。
寅
三
郎
か
ら
の

封
書
が
十
五
通
、
別
に
号
「
鳳
岡
」
で
巻
子
仕
立
て
に
し
た
書
簡
、
さ
ら

に
は
妻
ら
し
い
歓
子
か
ら
の
も
八
通
数
え
ら
れ
、
大
変
親
し
い
間
柄
で
あ

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

荒
堀
萬
次
郎
＝
荒
堀
源
次
郎
カ
。
フ
ラ
ン
ネ
ル
商
。
大
阪
市
東
区
住
。

　

池
田
経
三
郎
＝
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）〜
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）。

銀
行
家
。
大
阪
近
江
銀
行
頭
取
。

　

池
田
虎
一
郎
＝
大
阪
電
燈
会
社
員
。
大
阪
市
西
区
住
。

　

石
川
市
之
丞
＝
未
詳
。

　

伊
藤
保
＝
未
詳
。

　

井
上
安
次
郎
＝
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）〜
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一

〇
）。
実
業
家
。
第
百
三
十
六
銀
行
設
立
後
、
東
洋
製
紙
会
社
設
立
。
名
簿

に
使
用
さ
れ
た
罫
紙
は
「
堂
（
井
上
）
製
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
で
、

製
紙
会
社
を
設
立
し
た
井
上
か
ら
の
も
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
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伊
庭
貞
剛
＝
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）〜
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）。

住
友
家
総
理
事
。
大
阪
紡
績
・
大
阪
商
船
会
社
設
立
。

　

今
岡
義
方
＝
執
達
吏
。
大
阪
市
西
区
住
。

　

入
江
鷹
之
助
＝
弁
護
士
。
大
阪
市
東
区
住
。

　

植
田
五
郎
＝
大
阪
市
東
区
住
。

　

内
安
＝
大
阪
市
南
区
住
。

　

大
沢
庄
兵
衛
＝
未
詳
。

　

大
槻
富
太
郎
（
文
雪
）＝
観
世
流
シ
テ
方
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）〜

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）。
当
時
五
十
一
歳
。
木
綿
問
屋
の
丹
波
屋
七
兵
衛

の
次
男
で
大
槻
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に

職
分
と
な
る
。
現
在
の
大
槻
家
の
祖
で
あ
る
。

　

大
西
鑑
一
郎
（
閑
雪
）＝
観
世
流
シ
テ
方
。
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）

〜
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）。
四
世
大
西
新
右
衛
門
の
次
男
。
小
林
責
ほ
か

編
『
能
楽
大
事
典
』（
筑
摩
書
房
）
等
に
よ
れ
ば
、「
還
暦
（
筆
者
注
明
治

三
十
三
年
）
に
際
し
帰
阪
、
同
年
二
三
世
観
世
清
廉
よ
り
皆
伝
免
許
を
受

け
雪
号
を
贈
ら
れ
て
閑
雪
を
名
の
り
」
と
あ
る
の
で
、
名
簿
作
成
時
に
は

「
大
西
閑
雪
」
で
通
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
三
十
七
年
十
月
の
箇
所
に
は

閑
雪
名
を
使
っ
て
い
る
も
の
の
住
所
録
と
し
て
は
鑑
一
郎
の
ま
ま
で
あ
る
。

ち
な
み
に
雪
号
贈
与
は
先
年
な
く
な
ら
れ
た
片
山
幽
雪
で
知
ら
れ
て
い
る
。

名
簿
に
住
所
が
二
か
所
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
ろ
東
区
高
麗
橋
か

ら
甥
の
亮
太
郎
の
も
と
に
移
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
西
（
手
塚
）
亮
太
郎
＝
観
世
流
シ
テ
方
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）〜

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）。
閑
雪
の
甥
。
当
時
三
十
八
歳
。
母
が
離
婚
し
、

大
西
家
へ
帰
っ
た
の
で
大
西
姓
を
名
乗
る
。
閑
雪
か
ら
芸
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
が
、
晩
年
は
不
和
で
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
手
塚
姓
に
復

帰
。
当
時
日
本
一
と
い
わ
れ
た
大
阪
能
楽
殿
を
建
設
。
平
成
二
十
五
年
三

月
に
関
西
大
学
で
行
わ
れ
た
「
能
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
特
集
を
組
み
、
図

面
は
手
塚
稔
子
氏
に
よ
っ
て
大
阪
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

大
畠
操
＝
未
詳
。

　

岡　

素
男
＝
大
阪
市
南
区
住
。

　

岡
橋
恒
三
＝
大
阪
市
東
区
住
。

　

織
部
伊
助
＝
未
詳
。

　

笠
井
又
四
郎
＝
未
詳
。

　

加
島
一
信
歳
＝
未
詳
。

　

可
児
弥
太
郎
＝
大
阪
市
東
区
住
。

　

金
子
苑
志
＝
大
字
大
川
町
住
。
生
田
家
と
親
し
か
っ
た
吹
田
の
名
家
が

金
子
家
で
あ
っ
た
が
不
明
。

　

神
谷
邦
助
＝
未
詳
。

　

河
前
善
益
＝
大
阪
市
西
区
住
。

　

菊
田
藤
七
＝
醤
油
商
。
大
阪
市
東
区
住
。
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北
村
鏡
太
郎
＝
大
阪
セ
メ
ン
ト
会
社
長
。
大
阪
市
南
区
住
。

　

衣
笠
幸
栄
＝
衣
笠
船
燈
会
社
担
当
社
員
。
大
阪
市
北
区
住
。

　

久
保
盛
明
＝
会
社
員
。
大
阪
市
南
区
住
。

　

桑
田
量
平
＝
未
詳
。

　

鴻
池
新
十
郎
＝
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）〜
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）。

当
時
三
十
三
歳
。
十
代
目
鴻
池
善
右
衛
門
の
次
男
で
鴻
池
財
閥
総
裁
。
住

所
の
和
泉
町
は
鴻
池
家
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
。

　

小
塚
正
一
郎
＝
北
浜
銀
行
支
配
人
。
大
阪
市
東
区
住
。

　

小
林
亀
松
＝
大
阪
市
南
区
住
。

　

小
山
九
郎
次
郎
＝
未
詳
。

　

佐
々
木

之
助
＝
未
詳
。

　

鹿
田
静
七
＝
古
書
肆
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）〜
明
治
三
十
八
年
（
一

九
〇
五
）。
当
時
五
十
九
歳
。『
鹿
田
松
雲
堂
五
代
の
あ
ゆ
み
』（
和
泉
書

院
）
に
よ
り
三
代
が
襲
名
し
た
の
は
明
治
三
十
八
年
九
月
の
こ
と
な
の
で

二
代
松
雲
堂
と
判
断
し
た
。「
明
治
三
十
六
年
及
び
三
十
七
年
、
古
書
の
重

要
性
を
広
く
啓
蒙
す
る
た
め
、「
大
阪
史
談
会
」「
保
古
会
」
を
創
立
」
し
、

「
大
阪
中
之
島
図
書
館
竣
工
（
三
十
七
年
）
に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
と
し
て

（
中
略
）「
正
平
版
論
語
集
解
」
を
寄
付
」
す
る
な
ど
し
、「
鹿
田
松
雲
堂
の

二
階
は
顧
客
の
文
化
人
サ
ロ
ン
の
観
を
呈
し
」
て
い
た
と
い
う
。
内
藤
湖

南
・
富
岡
鉄
斎
・
平
瀬
露
香
・
長
尾
雨
山
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
閑
雪

会
員
名
簿
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

重
岡
寅
之
助
＝
銀
行
員
。
大
阪
市
東
区
住
。

　

柴
田
承
桂
＝
著
述
業
。
東
京
市
小
石
川
区
（
牛
込
区
）
住
。

　

島　

文
蔵
＝
京
都
市
住
。

　

島　

芳
蔵
＝
京
都
市
在
。

　

須
田
信
次
＝
商
会
員
。
東
京
市
芝
区
住
。

　

住
友
吉
左
衛
門
＝
財
界
人
。
元
治
元
年
（
一
八
六
五
）〜
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）。
当
時
三
十
九
歳
。
徳
大
寺
公
純
の
子
で
住
友
家
十
五
代
目

友
純
の
こ
と
。
明
治
二
十
八
年
、
住
友
銀
行
を
創
設
。
中
之
島
図
書
館
の

建
物
を
寄
付
し
、
大
茶
人
で
も
あ
っ
た
。
明
治
三
十
七
年
四
月
退
会
。

　

曽
根
高
祥
＝
大
阪
市
東
区
住
。

　

高
嶋
新
之
助
＝
未
詳
。

　

高
田
槙
蔵
＝
高
田
商
会
主
・
貿
易
商
。
東
京
市
本
郷
区
住
。「
成
果
報
告

書
」
で
紹
介
し
た
書
簡
に
昭
和
五
年
六
月
七
日
日
付
だ
が
一
通
の
み
あ
る
。

住
所
は
「
相
州
大
磯
字
菊
屋
町
別
荘
」
と
な
っ
て
お
り
、
療
養
中
で
あ
る

由
の
内
容
で
も
あ
る
。

　

高
山
圭
三
＝
三
井
呉
服
店
支
店
長
。
大
阪
市
南
区
在
。

　

武
内
常
太
郎
＝
未
詳
。

　

田
中
理
吉
・
同
ま
つ
＝
北
海
道
小
樽
区
住
。

　

田
辺
貞
吉
＝
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）〜
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）。
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実
業
家
。
東
京
府
師
範
学
校
長
を
経
て
住
友
銀
行
支
配
人
。
帝
国
人
絹
等

多
数
の
重
役
。

　

谷
市
之
進
＝
大
倉
流
大
鼓
方
。 

？ 

〜
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）。「
囃

子
方
の
四
天
王
」
の
一
人
。

　

玉
手
菊
洲
＝
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）〜
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）。
当

時
六
十
八
歳
。
画
家
で
あ
っ
た
玉
手
棠
洲
に
師
事
。
雑
誌
『
能
楽
』
の
裏

表
紙
に
連
載
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

辻　

善
次
郎
＝
未
詳
。

　

辻　

忠
右
衛
門
＝
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）〜
明
治
十
九
年
（
一
八
八

六
）。
実
業
家
。
両
替
商
天
王
寺
屋
四
代
忠
兵
衛
の
弟
。
大
阪
通
商
会
社
設

立
。
茶
道
・
謡
曲
が
趣
味
。
自
安
斎
と
称
す
。

　

土
屋
壱
助
＝
未
詳
。

　

土
屋
元
作
＝
大
阪
市
内
本
町
住
。

　

田　

艇
吉
＝
大
阪
市
南
区
住
。

　

時
岡
東
作
＝
岡
山
市
西
川
町
住
。

　

豊
島
住
作
＝
会
社
員
。
大
阪
市
東
区
在
。

　

中
崎
音
次
郎
＝
未
詳
。

　

長
尾
宗
次
郎
＝
未
詳
。

　

長
尾
藤
三
＝
大
阪
国
文
社
長
。
大
阪
市
東
区
。『
大
阪
人
物
録
』
に
「
大

阪
曹
達
（
株
）
代
表
取
締
」。

　

永
田
仁
助
＝
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）〜
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）。
実

業
家
。
大
阪
電
燈
会
社
監
査
役
。
貴
族
院
議
員
。
懐
徳
堂
記
念
理
事
長
。

観
能
と
茶
を
嗜
む
。

　

名
波
小
六
＝
洋
服
商
。
東
京
市
京
橋
区
住
。

　

橋
本
熊
三
郎
＝
金
春
流
太
鼓
方
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）〜
明
治
三
十

八
年
（
一
九
〇
五
）。
当
時
五
十
八
歳
。
名
簿
記
載
の
一
年
後
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
最
晩
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
囃
子
方
の
四
天
王
」
の
一
人
。

　

長
谷
川
廷
＝
官
吏
。
大
阪
市
東
区
在
。

　

原
虎
彦
＝
未
詳
。

　

樋
口
三
郎
兵
衛
＝
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）〜
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）。

浪
華
画
学
校
創
設
者
。
仕
舞
を
大
西
閑
雪
に
、
鼓
を
谷
市
之
進
に
学
び
、

中
原
山
二
郎
の
名
で
舞
台
に
立
つ
。
茶
道
は
表
千
家
の
皆
伝
で
立
々
斎
不

文
と
称
し
た
。

　

日
比
孝
一
＝
未
詳
。

　

平
賀
敏
＝
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）〜
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）。
三
井

銀
行
大
阪
支
店
長
か
ら
箕
面
・
有
馬
電
鉄
（
阪
急
）
社
長
。
日
本
で
初
め

て
シ
ャ
ン
ペ
ン
サ
イ
ダ
ー
を
売
り
出
す
。

　

福
井
菊
三
郎
＝
大
阪
市
北
浜
住
。

　

福
田
宗
英
＝
未
詳
。

　

藤
井
徳
兵
衛
＝
未
詳
。
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藤
本
一
二
＝
日
本
火
災
保
険
会
社
長
。
大
阪
市
北
区
住
。

　

二
安
裕
造
＝
横
浜
市
西
戸
部
町
住
。

　

堀
部
郁
次
郎
＝
未
詳

　

前
川
通
流
＝
未
詳
。

　

牧　

鶴
城
＝
未
詳
。

　

牧
野
裏
一
＝
大
阪
市
北
区
住
。
の
ち
の
大
阪
能
楽
観
賞
会
の
後
援
者
で

も
あ
っ
た
牧
野
建
設
と
か
か
わ
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
。

　

松
尾
新
＝
未
詳
。

　

松
本
寅
吉
＝
未
詳
。

　

松
本
安
吉
＝
大
阪
市
天
満
住
。

　

溝
口
恒
輔
＝
会
社
員
。
大
阪
市
東
区
。

　

村
田
善
次
＝
未
詳
。

　

森
田
操
＝
森
田
流
笛
方
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）〜
大
正
十
一
年
（
一

九
二
二
）。
当
時
五
十
八
歳
。
森
田
（
旧
姓
野
口
）
柵
内
の
長
男
。
名
簿
の

谷
市
之
進
・
橋
本
熊
三
郎
そ
し
て
糟
谷
彦
三
郎
と
と
も
に
「
囃
子
方
の
四

天
王
」
と
称
さ
れ
た
。『
千
野
の
摘
み
草
―
森
田
操
遺
稿
集
』
は
逸
話
集

と
し
て
著
名
。

　

安
田
亀
次
郎
＝
安
田
亀
太
郎
カ
。
大
阪
市
西
区
。

　

安
田
芳
一
＝
未
詳
。

　

山
添
昌
＝
未
詳
。

　

山
本
五
郎
＝
大
阪
市
南
区
住
。

　

山
本
新
吉
＝
未
詳
。

　

若
林
栄
蔵
＝
後
志
国
（
北
海
道
）
余
市
郡
住
。

第
四
章　

時
代
考
察
と
名
簿
書
写
の
意
義

　

未
詳
の
人
物
名
を
多
く
残
し
た
の
は
筆
写
の
不
明
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
財
閥
を
含
め
た
財
界
人
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る

の
が
目
を
引
く
。
大
阪
に
は
な
じ
み
の
深
い
住
友
家
か
ら
は
十
五
代
目
住

友
吉
左
衛
門
と
総
理
事
の
伊
庭
貞
剛
・
住
友
銀
行
支
配
人
田
辺
貞
吉
、
そ

し
て
鴻
池
財
閥
総
裁
の
鴻
池
新
十
郎
を
始
め
と
し
て
、
第
百
三
十
六
銀
行

の
設
立
者
井
上
安
次
郎
・
大
阪
セ
メ
ン
ト
会
社
社
長
北
村
鏡
太
郎
・
大
阪

通
商
会
社
設
立
辻
忠
右
衛
門
・
箕
面
有
馬
電
鉄
社
長
平
賀
敏
・
日
本
火
災

保
険
会
社
社
長
藤
本
一
二
等
々
の
名
前
が
並
ぶ
。
ま
さ
に
大
阪
経
済
界
を

代
表
す
る
人
物
が
揃
っ
た
。
彼
ら
は
や
は
り
実
業
家
で
あ
っ
た
生
田
秀
の

人
脈
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
続
き
大
阪
地
方
海
員
審

判
所
所
長
荒
川
重
秀
・
弁
護
士
入
江
鷹
之
助
に
古
書
肆
鹿
田
静
七
の
ち
の

学
習
院
院
長
荒
木
寅
三
郎
や
画
家
玉
手
菊
洲
等
々
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
い
っ
て
よ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
名
簿
が
出
来
た
明
治
三
十
七
・
八
年
は
大
阪
の
能
楽
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は
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。
拙

著
『
続
狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
』
の
「
新
世
紀
へ
続
く
「
世
阿
弥
以
来
の

盛
況
」」
に
再
録
し
、「
明
治
三
十
年
代
」
を
振
り
返
っ
た
こ
と
で
は
あ
る

が
、
全
国
最
大
と
い
わ
れ
た
大
阪
能
楽
殿
は
ま
だ
な
く
（
大
正
八
年
設
立
）、

大
阪
博
物
場
が
唯
一
の
能
舞
台
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
そ
れ
も
動
物
園

の
隣
で
見
所
は
吹
き
さ
ら
し
、
東
京
発
の
『
国
民
新
聞
』
に
は
「
大
阪
は

能
楽
謡
曲
に
於
て
は
不
向
き
の
土
地
」
と
酷
評
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
明
治
三
十
七
年
二
月
に
日
露
戦
争
が
勃
発
し
、
各
地
で
軍
資
献

金
能
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
倉
田
善
弘
氏
編
『
明
治
の
能
楽
』（
日

本
芸
術
文
化
振
興
会
）
に
よ
れ
ば
大
阪
で
も
三
月
二
十
日
に
博
物
場
で
大

西
閑
雪
ほ
か
の
出
演
で
演
能
さ
れ
て
い
る
。
名
簿
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な

時
代
を
背
景
と
し
て
、
能
楽
に
素
養
の
あ
る
生
田
秀
が
音
頭
を
と
っ
て
大

西
閑
雪
を
応
援
す
べ
く
大
阪
の
財
界
人
を
中
心
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
能
楽
会
員
名
簿
と
し
て
も
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
に

違
い
な
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
新
蔵
生
田
文
庫
本
の
「
大
西
閑
雪
会
員
名
簿
」
に
つ
い
て
紹
介

し
、
若
干
の
解
説
を
試
み
て
み
た
。

　

そ
の
結
果
、
名
簿
は
明
治
三
十
七
年
か
ら
三
十
八
年
に
か
け
て
生
田
秀

が
耕
一
に
任
せ
て
作
成
さ
せ
た
も
の
で
、
日
露
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
。

当
時
、
大
阪
に
は
東
京
の
新
聞
か
ら
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど
ろ
く
な
能
楽
堂
が

な
か
っ
た
。
明
治
三
十
九
年
に
大
日
本
麦
酒
株
式
会
社
の
取
締
役
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
る
秀
は
能
楽
に
堪
能
で
あ
っ
た
利
点
を
も
生
か
し
、
大
阪

周
辺
の
財
界
人
に
呼
び
か
け
、
大
阪
を
活
性
化
す
る
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
は
か
ら
ず
も
名
簿
は
能
楽
の
パ
ト
ロ
ン
が
有
力

大
名
か
ら
経
済
人
に
替
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
初
期
の
例
に
も
な
っ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
筋
書
き
も
書
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

怱
々
た
る
大
阪
の
経
済
人
た
ち
の
能
楽
趣
味
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
は
か

な
り
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
名
簿
に
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
人

物
も
多
い
。
筆
者
の
不
明
も
あ
る
の
で
、
御
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
是
非
御
教
示
願
い
た
い
。
恐
ら
く
そ
の
後
の
大
阪
空
襲
な
ど
で
な
く
な

っ
た
方
も
大
勢
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
も

大
切
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
は
依
然
と
し
て
現
在
の
大
西
家

に
伺
う
機
会
を
設
け
て
い
な
い
。
大
西
家
は
大
阪
の
御
三
家
と
い
わ
れ
る

が
、
閑
雪
以
来
い
や
そ
れ
以
前
の
江
戸
時
代
か
ら
の
老
舗
中
の
老
舗
な
の

で
あ
る
。
今
回
を
き
っ
か
け
に
大
西
家
を
訪
問
す
る
こ
と
を
お
許
し
願
い

た
い
と
思
う
。

（
せ
き
や　

と
し
ひ
こ
／
本
学
教
授
）


